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イラストレーション／松本奈央

院内感染対策
平成 22(2010)年 9 月に，大学病院から多剤耐性アシネトバクター・バウ

マニ(MDRA)のアウトブレイクの報告が保健所にあり，国内ではそれまで

報告例の少ない多剤耐性菌による集団感染であったことや広範囲な感染拡大

傾向がみられていたことなどから，報道でも大きく取り上げられました．ま

た，当時，国の通知により，院内感染発生を疑う事例がある場合には保健所

などへの報告が求められていたこともあり，病院から保健所への報告が遅延

したこともクローズアップされました．同時に，MDRAアウトブレイクに

対し，保健所から病院側に有益な支援がなされるのかなど，その報告意義に

ついても議論がなされた経緯があります．

その後，MDRAによる感染症が感染症法上の定点届出対象疾患に規定さ

れ，制度面における整備強化もなされました．しかし，近年，散見されてい

るMDRAなど多剤耐性菌による院内感染事例では，保健所が今まで扱って

きたノロウイルス，インフルエンザ，結核などのアウトブレイクで培った技

術に加え，菌種に応じた新たな対応が必要とされ，保健所における技術面の

強化が課題となっています．

一方，病院など医療機関では，MDRA のアウトブレイクを契機に，感染

制御の組織化や実効性のある院内の感染制御チーム(ICT)の活動が一層推進

され，院内感染対策は飛躍的な強化がなされています．そこで，医療の現場

と行政から，それぞれ

の立場で院内感染対策

の現状と課題をご紹介

いただき，相互の連携

強化につながる機会に

なればと考え，本特集

を企画いたしました．
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